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(57)【要約】
【解決手段】本発明は、USB OTG(universal serial bus
 on-the-go)モジュールと光線治療用スマートホンイン
ターフェース装置に設置されたMCU(Micro Controller U
nit)を利用してスマートホンと通信を行って、より安定
的に光線照射機を制御し駆動できるようにする光線治療
用スマートホンインターフェース装置に関する。本発明
は、一側は光線照射電極に連結され、他の一側はスマー
トホンに連結され、スマートホンに設置された応用プロ
グラムの駆動によって生成された光線照射電極制御命令
を受信して光線照射電極の駆動を制御する光線治療用ス
マートホンインターフェース装置において、スマートホ
ンから、光線照射強さ、光線照射時間、光線照射パター
ン、光線照射開始と終了に関する光線照射電極制御命令
を受信し、受信された光線照射電極制御命令により光源
駆動制御信号を生成する、MCU(micro controller unit)
;スマートホン用の連結コネクターとMCUに連結され、ス
マートホンをホストとして、スマートホンと MCUとの間
に通信を行うようにする、USB OTG(Universal Serial B
us On The Go)モジュール;スマートホンで出力される電
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一側は光線照射電極に連結され、他の一側はスマートホンに連結され、前記スマートホ
ンに設置された応用プログラムの駆動によって生成された光線照射電極制御命令を受信し
て前記光線照射電極の駆動を制御する光線治療用スマートホンインターフェース装置にお
いて、
　前記スマートホンから、光線照射強さ、光線照射時間、光線照射パターン、光線照射開
始と終了に関する光線照射電極制御命令を受信し、受信された光線照射電極制御命令によ
り光源駆動制御信号を生成する、MCU(micro controller unit);
　スマートホン用の連結コネクターと前記MCUに連結され、前記スマートホンをホストと
して、前記スマートホンと前記MCUとの間に通信を行うようにする、USB OTG(Universal S
erial Bus On The Go)モジュール;
　前記スマートホンで出力される電圧を前記MCUの動作電圧に変換させる電圧レギュレー
ター;
　前記MCUから受信された前記光源駆動制御信号により光源を駆動させる光線照射駆動部;
　を含んでなることを特徴とする、光線治療用スマートホンインターフェース装置。
【請求項２】
　前記光線照射電極を連結する光線照射電極連結コネクター;
　前記光線照射駆動部が駆動されて、前記光源で光を照射していることを示すLED動作表
示灯;
　をさらに含んでなることを特徴とする、請求項１に記載の光線治療用スマートホンイン
ターフェース装置。
【請求項３】
　前記スマートホンに設置された応用プログラムで利用者が設定した光線照射強さ、光線
照射時間、光線照射パターン、光線照射開始と終了の値らが前記USB OTGモジュールを通
じて前記MCUに伝送されることを特徴とする、請求項１に記載の光線治療用スマートホン
インターフェース装置。
【請求項４】
　一側は光線照射電極に連結され、他の一側はスマートホンに連結され、前記スマートホ
ンに設置された応用プログラムの駆動によって生成された光線照射電極制御命令を受信し
て前記光線照射電極の駆動を制御する光線治療用スマートホンインターフェース装置にお
いて、
　前記スマートホンから、光線照射強さ、光線照射時間、光線照射パターン、光線照射開
始と終了に関する光線照射電極制御命令を受信し、受信された光線照射電極制御命令によ
り光源駆動制御信号を生成するMCU(micro controller unit)を内蔵する本体;
　前記本体の一側に連結されており、スマートホン用の連結コネクターと連結するための
連結ケーブル;
　前記本体の他の一側に連結されており、前記光線照射電極と連結するための光線照射電
極連結コネクター;
　前記本体に内蔵され、前記スマートホン用の連結コネクターと前記MCUに連結され、前
記スマートホンをホストとして、前記スマートホンと前記MCUとの間に通信を行うように
する、USB OTG (Universal Serial Bus On The Go)モジュール;
　を含んでなることを特徴とする、光線治療用スマートホンインターフェース装置。
【請求項５】
　前記本体に内蔵され、前記スマートホンで出力される電圧を前記MCUの動作電圧に変換
させる電圧レギュレーター;
　前記本体に内蔵され、前記MCUから受信された前記光源駆動制御信号により前記光源を
駆動させる光線照射駆動部;
　をさらに含んでなることを特徴とする、請求項４に記載の光線治療用スマートホンイン
ターフェース装置。
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【請求項６】
　前記本体の上面に位置され、前記光線照射駆動部が駆動されて、前記光源で光を照射し
ていることを示すLED動作表示灯をさらに含んでなることを特徴とする、請求項５に記載
の光線治療用スマートホンインターフェース装置。
【請求項７】
　前記スマートホンはアンドロイド運営体制を使用するスマートホン、アンドロイド運営
体制を使用するタブレット、アンドロイド運営体制を使用するスマートウォッチ、アップ
ル社のアイフォン、アップル社のアイパッド（登録商標）、アップル社のアイウォッチの
うち一つであることを特徴とする請求項１～４何れか１項に記載の光線治療用スマートホ
ンインターフェース装置。
【請求項８】
　前記スマートホン用の連結コネクターはアンドロイド運営体制を使用するスマートホン
用USB、アンドロイド運営体制を使用するスマートウォッチ用USB、アップル社のアイフォ
ン用USB、アップル社のアイウォッチ用USB中、一つを使用することを特徴とする請求項１
～４何れか１項に記載の光線治療用スマートホンインターフェース装置。
【請求項９】
　前記光線照射電極連結コネクターはオーディオ端子、マイクロUSB中、一つを使用する
ことを特徴とする請求項２～４何れか１項に記載の光線治療用スマートホンインターフェ
ース装置。
【請求項１０】
　前記光線照射電極は、関節炎治療器、痛み治療器、狭心症治療器、中風治療器、アルツ
ハイマー治療器、脳卒中治療器、偏頭痛治療器、浮腫治療器、胃潰瘍治療器、鼻炎治療器
、喘息治療器、不妊治療器、尿失禁治療器、前立腺治療器、生理痛治療器、憂鬱症治療器
のうち、いずれか一つに具備された光線照射電極であることを特徴とする請求項１～４何
れか１項に記載の光線治療用スマートホンインターフェース装置。
【請求項１１】
　一側は光線照射電極に連結され、他の一側はスマートホンに連結され、前記スマートホ
ンに設置された応用プログラムの駆動によって生成された光線照射電極制御命令を受信し
て光線照射電極の駆動を制御するMCU(micro controller unit)を内蔵している光線治療用
スマートホンインターフェース装置の駆動方法において、
　スマートホン制御用の応用プログラムが前記スマートホンで実行されると、前記MCUは
前記スマートホンの画面で使用者が設定した光線照射時間値、光線照射強さ値、光線照射
パターン値を読み込む、初期設定段階;
　初期設定段階後、前記MCUは前記スマートホンから開始ボタン値を受信して、受信され
た前記開始ボタン値が既に設定された駆動開始値に入力されると、初期設定段階で読み込
んだ光線照射時間値、光線照射強さ値、光線照射パターン値により光源駆動制御信号を生
成して光線照射駆動部に伝送し、同時に前記MCUは時間カウンタの作動を開始する、駆動
開始段階;
　前記MCUは前記時間カウンタの値が既に設定された光照射時間と同一とか大きいかを判
断し、前記時間カウンタの値が既に設定された光照射時間と同一とか大きいであれば、前
記光線照射駆動部の駆動を終了する、光照射時間終了可否判断段階;
　を含んでなることを特徴とする、光線治療用スマートホンインターフェース装置の駆動
方法。
【請求項１２】
　前記駆動開始段階と前記光照射時間終了可否判断段階との間に、前記MCUは前記スマー
トホンから停止ボタン値を受信して停止ボタン値が既に設定された駆動停止値であれば、
光線照射駆動部の駆動を終了する、光照射停止可否判断段階;
　をさらに含んでなることを特徴とする、請求項１１に記載の光線治療用スマートホンイ
ンターフェース装置の駆動方法。
【請求項１３】
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　前記光照射時間終了可否判断段階または前記光照射停止可否判断段階で、前記光線照射
駆動部の駆動が終了されると、前記スマートホンは終了を知らせる警報音や振動を発生さ
せることを特徴とする、請求項１２に記載の光線治療用スマートホンインターフェース装
置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光線治療用スマートホンインターフェース装置に関し、もっと詳しくは、US
B OTG(universal serial bus on-the-go)モジュールと光線治療用スマートホンインター
フェース装置に設置されたMCU(Micro Controller Unit)を利用してスマートホンと通信を
して、より安定的に光線照射機を制御し駆動することができるようにする光線治療用スマ
ートホンインターフェース装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　光線の光エネルギーで人体を刺激して疾病を治療する又は予防する光線治療に関しては
広く知られており、疲労回復や美容皮膚などを目的に、或いは代替医学及び痛み治療など
の分野で多く使用されている。
【０００３】
　どこでも安く光線照射治療機を使用するために、本出願人はスマートホンと連結してス
マートホンの電力を利用して光線照射機を駆動する光線照射治療機を開発してきた。
【０００４】
　特に、最近スマートホンが医療機器の役割に代わるという展望が出てきて、最近では、
スマートホンと精密なセンサーを利用して人たちが自分の健康を直接管理することができ
るようにする研究が多い。スマートホンやタブレットPCに連結する医療機器は、患者が健
康管理に興味を感じるように、測定されたデータをオンラインを通じて実時間に医師と共
有することができる。
【０００５】
　アップル社(Apple)の場合、既に前々からアイフォン(iPhone(登録商標))を医療装備プ
ラットホームとして広報し、最近医療市場の全体がこれのための装備開発に集中している
。特に、アイフォンの内装マイクを利用して心拍動をチェックする‘iStethoscope'があ
り、フランス系のベンチャー企業のウィディンス社(Withings)は、アイパッド（登録商標
）(iPad（登録商標）)やアイフォンに連結して使用する血圧測定装置を開発し、この血圧
測定装置は自動に測定した心拍数と血圧をスマートホンに記録する。AgaMatrix社は、製
薬企業のSanofi社と協力して、血液内のグルコース測定装備である‘iBGStar'をアイフォ
ンと結合することに成功した。
【０００６】
　光線治療機の分野もスマートホンを利用して、いつでも、どこでも安く便利に光線治療
ができる要求が増大している。しかし、スマートホンと光線照射機を連結し、単純にアプ
リケージョンプログラムのみによっては光線照射機を制御することが難しい。
【０００７】
　例えば、スマートホンの充電ポートに光線照射機を連結する場合は、スマートホンの出
力信号を光線照射機の電源駆動信号として使用可能であるが、この信号をオン/オフする
等、所定制御信号を出力することが難しい。
【０００８】
　また、スマートホンのオーディオ出力ポートに光線照射機を連結する場合は、アプリケ
ージョンプログラムによってオーディオ出力ポートで出力されるオーディオ信号で光線照
射機を制御するには信号がとても微弱であり、光線照射機を十分に駆動することができな
い。
【０００９】
　スマートホンと連結してスマートホンの電力を利用して、アプリケージョンプログラム
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によって光線照射機を安定的に十分に駆動できるようにするための光線治療用スマートホ
ンインターフェース装置が要望される。
【００１０】
　先行特許として、特許文献１の'可視光線を利用した色光治療システム'がある。特許文
献１の発明は、利用者により選択される色光治療機の作動要請信号により色光治療機の色
光治療作動を制御する色光治療プログラムを搭載した携帯用スマート通信機器(例えば、
スマートホン等)に両面接着式テープやハイドロゲルパッド、空気吸着板などによって、
人体の色光治療部位に部着されて集中的に可視光線を照射するために使用され、人体の色
光治療のための可視光線(例えば、波長帯域が400nmないし800nmの可視光線)を放出する光
源(例えば、LED)を内蔵する色光治療機が連結されて色光治療を行う。
【００１１】
　特許文献１の発明で、スマート通信機器の充電ポートまたはUSBポートまたはオーディ
オ出力ポートなどのようなインターフェース端子に光線照射機を連結し、スマート通信機
器に搭載されたアプリケージョンプログラムにより光線照射機を駆動するようにしている
が、実際これらのインターフェース端子の出力信号で光線照射機の駆動電源を提供すると
ともに、光線照射機を選択された光線照射の時間や光線の明るさ及び光線の照射パターン
などを制御することはできなかった。
【００１２】
　特に、特許文献１の発明の分離/連結用のジェンダーはひとつのスマート通信機器に複
数の色光治療機の電源ジャッキを連結するとか、分離するために使用するものであり、複
数の色光治療機を同時に開始するとか終了するスイッチを具備して、開始または終了をさ
せることができるようになる。
【００１３】
　しかし、特許文献１の発明の分離/連結用のジェンダーは連結/分離のためのもので、こ
の色光治療機で光線照射の時間や光線の明るさ及び光線の照射パターンを実際的に調節す
るようにすることは難しく、スマートホンによって影響を受けて安定的な駆動自体が難し
い。
【００１４】
　したがって、別のMCUを具備した光線治療用スマートホンインターフェース装置を具備
し、光線照射機と連結された光線治療用スマートホンインターフェース装置とスマートホ
ンをUSB OTG モジュールで連結して、より安定的に光線照射機が駆動するようにし、より
多様な光線照射機の駆動制御ができる、光線治療用スマートホンインターフェース装置を
提案する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１５】
【特許文献１】韓国登録特許第１０－１３８５７０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　本発明が解決しようとする課題は、USB OTG モジュールと光線治療用スマートホンイン
ターフェース装置に設置されたMCUを利用してスマートホンと通信を行って、より安定的
に光線照射電極を制御し駆動できるようにする光線治療用スマートホンインターフェース
装置を提供することである。
【００１７】
　本発明が解決しようとする他の課題は、USB OTG モジュール、電圧レギュレーター、 M
CU、光線照射駆動部、光線照射電極連結コネクターを具備して、光線照射電極を制御し駆
動できるようにする、光線治療用スマートホンインターフェース装置を提供することであ
る。
【００１８】
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　本発明が解決しようとする他の課題は、スマートホンに搭載されて実行される光線照射
制御用の応用プログラムによって、光線照射電極を制御し駆動できるようにする、光線治
療用スマートホンインターフェース装置を提供することである。
【００１９】
　本発明が解決しようとする他の課題は、スマートホンに搭載されて実行される光線照射
制御用の応用プログラムによって、関節炎、痛み、脳卒中、アルツハイマー病、狭心症、
浮腫、鼻炎、偏頭痛、喘息、不妊、前立腺、尿失禁、生理痛などのような疾病を治療する
ように、光線照射電極を制御し駆動できるようにする、光線治療用スマートホンインター
フェース装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明は、前記の課題を解決するために、一側は光線照射電極に連結され、他の一側は
スマートホンに連結され、前記スマートホンに設置された応用プログラムの駆動によって
生成された光線照射電極制御命令を受信して前記光線照射電極の駆動を制御する光線治療
用スマートホンインターフェース装置において、前記スマートホンから、光線照射強さ、
光線照射時間、光線照射パターン、光線照射開始と終了に関する光線照射電極制御命令を
受信し、受信された光線照射電極制御命令により光源駆動制御信号を生成する、MCU(micr
o controller unit);スマートホン用の連結コネクターと前記MCUに連結され、前記スマー
トホンをホストとして、前記スマートホンと前記MCUとの間に通信を行うようにする、USB
 OTG(Universal Serial Bus On The Go)モジュール;前記スマートホンで出力される電圧
を前記MCUの動作電圧に変換させる電圧レギュレーター;前記MCUから受信された前記光源
駆動制御信号により光源を駆動させる光線照射駆動部;を含んでなることを特徴とする。
【００２１】
　前記光線治療用スマートホンインターフェース装置は、前記光線照射電極を連結する光
線照射電極連結コネクター;前記光線照射駆動部が駆動されて、前記光源で光を照射して
いることを示すLED動作表示灯;をさらに含む。
【００２２】
　前記スマートホンに設置された応用プログラムで利用者が設定した光線照射強さ、光線
照射時間、光線照射パターン、光線照射開始と終了の値らが前記USB OTGモジュールを通
じて前記MCUに伝送される。
【００２３】
　また、本発明は、一側は光線照射電極に連結され、他の一側はスマートホンに連結され
、前記スマートホンに設置された応用プログラムの駆動によって生成された光線照射電極
制御命令を受信して前記光線照射電極の駆動を制御する光線治療用スマートホンインター
フェース装置において、前記スマートホンから、光線照射強さ、光線照射時間、光線照射
パターン、光線照射開始と終了に関する光線照射電極制御命令を受信し、受信された光線
照射電極制御命令により光源駆動制御信号を生成するMCU(micro controller unit)を内蔵
する本体;前記本体の一側に連結されており、スマートホン用の連結コネクターと連結す
るための連結ケーブル;前記本体の他の一側に連結されており、前記光線照射電極と連結
するための光線照射電極連結コネクター;前記本体に内蔵され、前記スマートホン用の連
結コネクターと前記MCUに連結され、前記スマートホンをホストとして、前記スマートホ
ンと前記MCUとの間に通信を行うようにする、USB OTG (Universal Serial Bus On The Go
)モジュール;を含んでなることを特徴とする。
【００２４】
　前記光線治療用スマートホンインターフェース装置は、前記本体に内蔵され、前記スマ
ートホンで出力される電圧を前記MCUの動作電圧に変換させる電圧レギュレーター;前記本
体に内蔵され、前記MCUから受信された前記光源駆動制御信号により前記光源を駆動させ
る光線照射駆動部; 前記本体の上面に位置され、前記光線照射駆動部が駆動されて、前記
光源で光を照射していることを示すLED動作表示灯をさらに含んでなる。
【００２５】
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　前記スマートホンはアンドロイド運営体制を使用するスマートホン、アンドロイド運営
体制を使用するタブレット、アンドロイド運営体制を使用するスマートウォッチ、アップ
ル社のアイフォン、アップル社のアイパッド（登録商標）、アップル社のアイウォッチの
うち一つである。
【００２６】
　前記スマートホン用の連結コネクターはアンドロイド運営体制を使用するスマートホン
用USB、アンドロイド運営体制を使用するスマートウォッチ用USB、アップル社のアイフォ
ン用USB、アップル社のアイウォッチ用USB中、一つを使用する。
【００２７】
　前記光線照射電極連結コネクターはオーディオ端子、マイクロUSB中、一つを使用する
。
【００２８】
　前記光線照射電極は、関節炎治療器、痛み治療器、狭心症治療器、中風治療器、アルツ
ハイマー治療器、脳卒中治療器、偏頭痛治療器、浮腫治療器、胃潰瘍治療器、鼻炎治療器
、喘息治療器、不妊治療器、尿失禁治療器、前立腺治療器、生理痛治療器、憂鬱症治療器
のうち、いずれか一つに具備された光線照射電極である。
【００２９】
　また、本発明は、一側は光線照射電極に連結され、他の一側はスマートホンに連結され
、前記スマートホンに設置された応用プログラムの駆動によって生成された光線照射電極
制御命令を受信して光線照射電極の駆動を制御するMCU(micro controller unit)を内蔵し
ている光線治療用スマートホンインターフェース装置の駆動方法において、スマートホン
制御用の応用プログラムが前記スマートホンで実行されると、前記MCUは前記スマートホ
ンの画面で使用者が設定した光線照射時間値、光線照射強さ値、光線照射パターン値を読
み込む、初期設定段階;初期設定段階後、前記MCUは前記スマートホンから開始ボタン値を
受信して、受信された前記開始ボタン値が既に設定された駆動開始値に入力されると、初
期設定段階で読み込んだ光線照射時間値、光線照射強さ値、光線照射パターン値により光
源駆動制御信号を生成して光線照射駆動部に伝送し、同時に前記MCUは時間カウンタの作
動を開始する、駆動開始段階;前記MCUは前記時間カウンタの値が既に設定された光照射時
間と同一とか大きいかを判断し、前記時間カウンタの値が既に設定された光照射時間と同
一とか大きいであれば、前記光線照射駆動部の駆動を終了する、光照射時間終了可否判断
段階;を含んでなることを特徴とする。
【００３０】
　前記駆動開始段階と前記光照射時間終了可否判断段階との間に、前記MCUは前記スマー
トホンから停止ボタン値を受信して停止ボタン値が既に設定された駆動停止値であれば、
光線照射駆動部の駆動を終了する、光照射停止可否判断段階;をさらに含んでなる。
【００３１】
　前記光照射時間終了可否判断段階または前記光照射停止可否判断段階で、前記光線照射
駆動部の駆動が終了されると、前記スマートホンは終了を知らせる警報音や振動を発生さ
せる。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明の光線治療用スマートホンインターフェース装置は、USB OTG モジュールと光線
治療用スマートホンインターフェース装置に設置されたMCUを利用してスマートホンと通
信を行って、より安定的に光線照射電極を制御し駆動できるようにする。
【００３３】
　本発明の光線治療用スマートホンインターフェース装置は、USB OTG モジュール、電圧
レギュレーター、MCU、光線照射駆動部、光線照射電極連結コネクターからなって、その
構成が簡単であり、より安定的に光線照射機が駆動するようにしながら、より多様な光線
照射機の駆動制御ができる。
【００３４】
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　本発明は、スマートホンに搭載されて実行される光線照射制御用の応用プログラムによ
って、光線照射電極を制御し駆動できるようにして、スマートホンを活用して、いつでも
、どこでも、本人疾病に合わせた光線治療を簡単で便利に行うことができるようにする。
それだけではなく、本発明による光線治療用スマートホンインターフェース装置は、従来
の光線治療機に連結して使用することができる。
【００３５】
　特に、本発明は、スマートホンに搭載されて実行される光線照射制御用の応用プログラ
ムにより、関節炎、痛み、脳卒中、アルツハイマー病、狭心症、浮腫、鼻炎、偏頭痛、喘
息、不妊、前立腺、尿失禁、生理痛などのような疾病を治療するように、光線照射電極を
制御し駆動できるようにする。したがって、本発明の光線治療用スマートホンインターフ
ェース装置は、光線を利用して治療する関節炎治療器、痛み治療器、狭心症治療器、中風
治療器、アルツハイマー治療器、浮腫治療器、胃潰瘍治療器、鼻炎治療器、偏頭痛治療器
、喘息治療器、不妊治療器、尿失禁治療器、前立腺治療器、生理痛治療器などのような各
種抗炎症及び陣痛と関連した治療器と連結して使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の光線治療用スマートホンインターフェース装置の構成図である。
【図２ａ】本発明の一実施例の光線治療用スマートホンインターフェース装置の斜視図で
ある。
【図２ｂ】図２ａの光線治療用スマートホンインターフェース装置の平面図である。
【図２ｃ】図２ａの光線治療用スマートホンインターフェース装置に光線照射電極部と連
結された連結線を連結したことを示す。
【図３】本発明の光線治療用スマートホンインターフェースを制御する応用プログラムが
実行されたスマートホンの画面実施例である。
【図４】本発明の一実施例による光線治療用スマートホンインターフェースを制御する方
法を説明するためのフローチャートである。
【図５】本発明の光線治療用スマートホンインターフェースをスマートホンと光線治療用
電極に連結した実施例を示す図面である。
【図６】本発明の光線治療用スマートホンインターフェースを利用して生理痛を治療する
実施例を示している。
【図７】本発明の他の一実施例の光線治療用スマートホンインターフェース装置である。
【図８】図７の光線治療用スマートホンインターフェース装置に光線照射電極部(620)と
連結された連結線(610)を連結したことを示す。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　本発明の光線治療用スマートホンインターフェース装置は、一側が光線照射電極に連結
され、他の一側がスマートホンに連結され、スマートホンに設置された応用プログラムの
駆動によって生成された光線照射電極制御命令を受信して光線照射電極の駆動を制御し、
USB OTGモジュール、電圧レギュレーター、MCU、光線照射駆動部、光線照射電極連結コネ
クター、LED動作表示灯を含んでなる。
【００３８】
　MCUは、スマートホンから、光線照射強さ、光線照射時間、光線照射パターン、光線照
射開始と終了に関する光線照射電極制御命令を受信し、受信された光線照射電極制御命令
により光源駆動制御信号を生成し、光線照射駆動部はMCUから受信された光源駆動制御信
号により光源を駆動させる。
【実施例】
【００３９】
以下、添付図面を参照して本発明の望ましい実施例をより具体的に説明する。
【００４０】
　図１は、本発明の光線治療用スマートホンインターフェース装置の構成図で、USB OTG
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モジュール(300)、電圧レギュレーター(400)、MCU(micro controller unit)(500)、光線
照射駆動部(600)、光線照射電極連結コネクター(700)、LED動作表示灯(800)を含んで成る
。
【００４１】
　USB OTGモジュール(300)はスマートホン(200)をホストとして、スマートホン(200)と光
線治療用スマートホンインターフェース装置(100)に設置されたMCU(500)との間で通信を
可能にする手段である。
【００４２】
　一般的に、USB OTGモジュール(300)は、スマートホン、個人携帯情報端末のようなポー
タブル装置間で、ポイント・ツー・ポイント通信ができるように各装置が制限的な範囲内
でホスト機能を行うことができるようにするHNP(Host Negotiation Protocol)と装置らの
バッテリー電力消耗を減らすために相手の機器の要請がある場合だけに連結を維持するSR
P(Session Request Protocol)を具備している。
【００４３】
　即ち、MCU(500)と連結されたUSB OTGモジュール(300)をスマートホン用の連結コネクタ
ー(110)と連結し、スマートホン(200)をホストとして、スマートホン(200)と光線治療用
スマートホンインターフェース装置(100)に設置されMCU(500)との間の通信を可能にする
。
【００４４】
　電圧レギュレーター(400)は、スマートホン(200)から出力される電圧をMCU(500)の動作
電圧に合わせるように変換させる手段である。
【００４５】
　MCU(500)は、光線治療用スマートホンインターフェース装置(100)を全般的に制御する
手段であり、USB OTGモジュール(300)を通じて受信したスマートホン(200)の制御命令を
解釈して、光線照射強さ、光線照射時間、光線照射パターン、光線照射開始と終了などを
制御する。即ち、MCU(500)はスマートホン(200)の制御命令を解釈して、光源制御信号を
生成して光線照射駆動部(600)に伝送する。
【００４６】
　光線照射駆動部(600)はMCU(500)から受信された光源制御信号により光源を駆動させる
。
【００４７】
　光線照射駆動部(600)は光源を駆動させるために必要な電圧や電流増幅回路を含む。
【００４８】
　LED動作表示灯(800)は光線照射動作状態を示す灯で、即ち、光線照射電極が駆動されて
いることを示すLED灯である。
【００４９】
　光線照射電極連結コネクター(700)は、光線照射電極を連結するコネクターで、この手
段を通じて光線治療用スマートホンインターフェース装置(100)と光線照射電極が連結さ
れる。ここで光線照射電極としては、多様な形態の光線照射電極が採用されることができ
る。
【００５０】
　スマートホン(200)は、光線照射電極の光線照射強さ、光線照射時間、光線照射パター
ン、光線照射開始と終了などを制御する応用プログラム(App)(900)が設置されている。
【００５１】
　本発明で、スマートホン(200)はアンドロイド運営体制を使用するスマートホン、アン
ドロイド運営体制を使用するタブレット、アンドロイド運営体制を使用するスマートウォ
ッチ、アップル社のアイフォン、アップル社のアイパッド（登録商標）、アップル社のア
イウォッチ、他のモバイル装置のうちひとつを言う。
【００５２】
　図２ａは、本発明の一実施例の光線治療用スマートホンインターフェース装置の斜視図
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であり、図２ｂは図２ａの光線治療用スマートホンインターフェース装置の平面図であり
、図２ｃは図２ａの光線治療用スマートホンインターフェース装置に光線照射電極部(620
)と連結された連結線(610)を連結したことを示す。
【００５３】
　光線治療用スマートホンインターフェース装置は、スマートホン用の連結コネクター(1
10)、連結ケーブル(120)、本体(130)、LED動作表示灯(800)、光線照射電極連結コネクタ
ー(700)などを含む。
【００５４】
　スマートホン用の連結コネクター(110)は連結ケーブル(120)を通じて本体(130)と連結
される。スマートホン用の連結コネクター(110)はアンドロイド運営体制を使用するスマ
ートホン用USB、アンドロイド運営体制を使用するスマートウォッチ用USB、アップル社の
アイフォン用USB、アップル社のアイウォッチ用USBのうちひとつを使用することができる
。
【００５５】
　本体(130)はUSB OTGモジュール(300)、電圧レギュレーター(400)、MCU(500)、光線照射
駆動部(600)を内蔵し、一側に光線照射電極連結コネクター(700)を具備し、他の一側にス
マートホン用の連結コネクター(110)と連結される連結ケーブル(120)が連結されている。
本体(130)の上面にはLED動作表示灯(800)などが位置される。
【００５６】
　本体(130)のハウジングは、USB OTGモジュール(300)、電圧レギュレーター(400)、MCU(
500)を含む回路部分が位置するために一側部分は他の一側部分より厚さがさらに厚くなる
。
【００５７】
　スマートホン用の連結コネクター(110)と光線照射電極連結コネクター(700)は、オーデ
ィオ端子、マイクロUSB、または光線治療用スマートホンインターフェースの専用で多様
に製作して使用することができる。 
【００５８】
　図２ｃで、光線照射電極部(620)は、光線照射電極や、光線照射電極と連結するための
光線照射電極のコネクターであることができる。即ち、連結線(610)の末端には光線照射
電極が装着されるか、光線照射電極のコネクターが装着される。
【００５９】
　図３は、本発明の光線治療用スマートホンインターフェースを制御する応用プログラム
が実施されたスマートホンの画面実施例である。 
【００６０】
　スマートホン(200)に搭載された光線治療用スマートホンインターフェースを制御する
応用プログラム(900)を実行したスマートホンの画面に光線照射強さ、光線照射時間、光
線照射パターンを選択する機能があり、光線照射開始と終了を選択する機能などの特徴を
有するということを示している。
【００６１】
　図４は、本発明の一実施例による光線治療用スマートホンインターフェースを制御する
方法を説明するためのフローチャートである。 
【００６２】
　初期設定段階で、スマートホン(200)で制御用応用プログラム(900)を実行すると、MCU(
500)はスマートホン(200)の画面で使用者が設定した光線照射時間値を読み込み(S401)、
利用者が設定した光線照射強さ値を読み込み(S402)、利用者が設定した光線照射パターン
値を読み込む(S403)。 
【００６３】
　ここで、例えば、光線照射時間値は、10分、20分、30分などに提示された値のうち、選
択することができ、利用者が任意の時間に設定することもできる。また、光線照射強さも
LOW、MID、HIGHなどに提示された値のうち、選択することができ、バー形態の線上に選択
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者を所定位置に置く形態で、利用者が任意の光線照射強さを設定することもできる。また
、光線照射パターンを連続、不連続2個のパターンのうち選択することができ、それとも
不連続パターンのうち、いろいろなパルス形態、例えば、オン(on)時間とオフ(off)時間
が同一であるとか、オン(on)時間が長くオフ(off)時間が短く、オン(on)時間が短くオフ(
off)時間が長い形態のパルス形態のパルスを提示し、そのうち利用者が設定するようにす
ることもできる。
【００６４】
　駆動開始段階で、初期設定段階後、MCU(500)は開始ボタンが選択されると、即ち、開始
ボタン値が既に設定された駆動開始値に入力されると(S404)、初期設定段階で読み込んだ
光線照射時間値、光線照射強さ値、光線照射パターン値により光源駆動制御信号を生成し
て光線照射駆動部(600)に伝送し、光線照射駆動部(600)がこれにより駆動して光を照射し
、同時にMCU(500)は時間カウンタ(タイマー)の作動を開始する(S405)。 
【００６５】
　光照射停止可否判断段階で、光線照射停止ボタンが選択されたことと判断されると、即
ち、停止ボタン値が既に設定された駆動停止値に入力されると(S406)、終了段階に進む。
【００６６】
　光照射停止可否判断段階で、光線照射停止ボタンが選択されないと、光照射時間終了可
否判断段階において、時間カウンタ(タイマー)の値が既に設定された光照射時間と同じか
大きいかを判断し、時間カウンタ(タイマー)の値が既に設定された光照射時間と同じか大
きければ、光線照射時間が達したことであるので、終了段階に進み、時間カウンタ(タイ
マー)の値が既に設定された光照射時間と同一とか大きくなければ、まだ光線照射時間が
達しないことであるので、光照射停止可否判断段階に戻る(S407)。光線照射時間が達する
まで、光照射を続けながら、段階S406ないし段階S407を繰り返して実行する。
【００６７】
　終了段階で、光線照射を終了して時間カウンタを初期化し(S408)、終了を知らせる警報
音や振動を発生させ(S409)、プログラムを終了する。 
【００６８】
　図５は本発明の光線治療用スマートホンインターフェースをスマートホンと光線治療用
電極に連結した実施例を示す図面である。 
【００６９】
　光線治療用スマートホンインターフェース装置(100)は、連結コネクター(110)を利用し
てスマートホン(200)に連結し、光線照射電極連結コネクター(700)に光線照射電極部(620
)と連結された連結線(610)を連結してスマートホン(200)で搭載された光線治療用スマー
トホンインターフェースを制御する応用プログラム(900)を実行した画面(910)で利用者が
願う光線照射強さ、光線照射時間、光線照射パターンを選択し、光線照射開始ボタンを選
択して光線照射を開始し、選択された光線照射時間が達すると自動に光線照射が終了され
る。また、使用中に光線照射を停止するためには、光線照射終了ボタンを選択して、直ぐ
終了することができる。 
【００７０】
　図６は、本発明の光線治療用スマートホンインターフェースを利用して生理痛を治療す
る実施例を示している。 
【００７１】
　利用者が生理痛を治療するために、スマートホン(200)に光線治療用スマートホンイン
ターフェース装置(100)を連結し、光線治療用スマートホンインターフェース装置(100)に
前記光線照射電極部(620)を連結して光線を腹に照射して生理痛を治療する。
【００７２】
　本発明による光線治療用スマートホンインターフェースは、本明細書でいちいち図面を
利用して詳しく記述しないが、スマートホンと光線照射電極のみを利用して光線で治療が
できる関節炎、狭心症、脳卒中、喘息、アルツハイマー病、不妊、偏頭痛、尿失禁、前立
腺、胃潰瘍、生理痛、手首トンネル症候群、筋肉痛などの各種質病を治療することに適用
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することができる。即ち、本発明の光線治療用スマートホンインターフェース装置は、皮
膚に光線を照射して疾病を治療するとか予防する光線照射装置に適用することができる。
例えば、本発明の光線治療用スマートホンインターフェース装置は、膝関節や肘、手と足
などの関節に光線を照射して関節炎を治療する関節炎治療器に適用することができ、また
、おでこや首、のど、顔などに光線を照射してアルツハイマーを治療するアルツハイマー
治療器に適用することができ、また、おでこや首、のど、顔などに光線を照射して脳卒中
を治療する脳卒中治療器に適用することができ、また、おでこや首、のど、顔、腹、胸な
どに光線を照射して偏頭痛を治療する偏頭痛治療器に適用することができ、また、おでこ
や首、のど、顔、腹、胸などに光線を照射して偏頭痛を治療する憂鬱症治療器に適用する
ことができ、また、胸などに光線を照射して狭心症を治療する狭心症治療器に適用するこ
とができ、また、のどに光線を照射して喘息を治療する喘息治療器に適用することができ
、また、肩、首、腰、手首、足首、脹脛、太ももなどに光線を照射して痛みを治療する痛
み治療器に適用することができ、また、腹に 光線を照射して胃炎や胃潰瘍を治療する胃
炎及び胃潰瘍治療器に適用することができ、 また、下腹やまたぐらに光線を照射して前
立腺を治療する前立腺治療器に適用することができ、また、下腹やまたぐらに光線を照射
して尿失禁を治療する尿失禁治療器に適用することができ、また、腹に光線を照射して不
妊を治療する不妊治療器に適用することができ、また、腹に光線を照射して生理痛を治療
する生理痛治療器に適用することができる。
【００７３】
　図７は、本発明の他の一実施例の光線治療用スマートホンインターフェース装置であり
、図８は、図７の光線治療用スマートホンインターフェース装置に光線照射電極部(620)
と連結された連結線(610)を連結したことを示す。
【００７４】
　図７の（ａ）及び（ｂ）は、光線治療用スマートホンインターフェース装置の本体(130
)が円形形態をなる場合の斜視図と平面図である。 
【００７５】
　本発明の光線治療用スマートホンインターフェース装置の本体(130)の形態は、四角形
または円形に限定されず、いろいろな多角形またはいろいろなキャラクターの形状など、
多様な形態を有することができる。
【００７６】
　以上では、本発明を特定の望ましい実施例について図示し説明した。しかしながら本発
明は、前述した実施例だけに限定されず、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する
者であれば、以下の請求範囲に記載された本発明の技術的な思想の要旨を一脱することな
く、いくらでも多様に変更実施することができる。
【産業上の利用可能性】
【００７７】
　本発明の光線治療用スマートホンインターフェース装置は、USB OTG モジュール、 電
圧レギュレーター、MCU、光線照射駆動部、光線照射電極連結コネクターからなって、よ
り安定的に光線照射機が駆動ようにしながら、より多様な光線照射機の駆動制御ができて
、関節炎、痛み、脳卒中、前立腺、尿失禁、生理痛などのような各種抗炎症及び陣痛の治
療に利用される。
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【要約の続き】
圧をMCUの動作電圧に変換させる電圧レギュレーター;MCUから受信された光源駆動制御信号により光源を駆動させる
光線照射駆動部;を含んでなることを特徴とする。
【選択図】図１
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